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本
稿
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
収
蔵
「
奈
良
暦こ

よ
み
し師

吉よ
し
か
わ川

家
文
書
」
の
『
土
公
神
祭
文
』［
Ｈ
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8
］（
以
下
、
吉
川
家
本
『
土
公
神
祭
文
』）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
吉
川
家
は
、

近
世
に
大
和
国
添
上
郡
奈
良
町
内
の
陰
陽
町
を
拠
点
と
し
て
、
暦
を
製
作
・
頒
布
し
た
暦
師
兼
陰
陽

師
で
あ
る
。
吉
川
家
は
、
暦
を
土
産
と
し
て
檀
那
場
を
廻
り
、
陰
陽
師
と
し
て
の
祭
事
も
行
っ
て
い

た
。
吉
川
家
文
書
か
ら
は
、
近
世
か
ら
近
代
初
頭
に
お
け
る
地
方
陰
陽
師
の
活
動
の
実
態
や
、
彼
ら

が
保
有
し
た
知
識
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

本
稿
で
は
、
吉
川
家
本
『
土
公
神
祭
文
』
の
書
誌
を
通
し
て
、
本
書
の
概
要
や
成
立
・
伝
来
・
継

承
に
関
わ
る
情
報
に
つ
い
て
ま
と
め
、
ま
た
内
容
上
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
こ
れ
ら
を
通
し

て
、
近
世
地
方
陰
陽
師
の
祭
文
と
し
て
の
本
書
の
歴
史
・
文
化
的
位
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
巻

末
に
は
祭
文
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
。

　

吉
川
家
文
書
全
体
の
構
成
か
ら
、
同
家
で
は
、
祭
事
に
関
わ
る
多
様
な
儀
礼
詞
章
を
収
集
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
吉
川
家
本
『
土
公
神
祭
文
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
寛
永
十
九
年

（
一
六
四
二
）
に
南
都
に
て
成
立
し
、
そ
の
後
、
吉
川
家
の
所
有
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書

に
は
、
仏
教
的
表
現
を
陰
陽
道
書
や
陰
陽
道
祭
文
の
表
現
に
改
訂
し
た
箇
所
が
随
所
に
見
ら
れ
、
吉

川
家
で
は
陰
陽
道
祭
の
祭
文
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
祭
文
の
内
容
の
中
心

と
な
る
五ご

龍り
ゅ
う

王お
う

説
話
に
つ
い
て
は
、
中
世
末
期
頃
の
寺
社
に
伝
来
し
た
土
公
神
祭
文
と
共
通
す
る

表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
五
郎
の
王
子
を
「
獰
猛
な
悪
竜
」
と
表
現
す
る
描
写
や
話
の
展
開

等
に
、
他
の
土
公
神
祭
文
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
性
も
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
中
世
以
来
の
南
都
に
お

け
る
陰
陽
道
の
学
知
的
広
が
り
と
、
本
書
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

土
公
神
祭
文
、
陰
陽
師
、
儀
礼
、
五
龍
王
説
話
、
学
知

近
世
地
方
陰
陽
師
の
土
公
神
祭
文

松
山
由
布
子
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は
じ
め
に

❶
吉
川
家
本
『
土
公
神
祭
文
』
の
概
要
と
成
立
・
伝
来
・
継
承

❷
吉
川
家
本
『
土
公
神
祭
文
』
の
内
容
と
そ
の
特
徴

小
括

翻
刻

　
奈
良
暦
師
吉
川
家
文
書
よ
り


